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市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
２
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９

時
に
、
上
越
地

域
消
防
事
務
組

合
管
内
の
各
消

防
署
に
お
い

て
、
地
上
１

メ
ー
ト
ル
で
測
定
し
た
値
（
月
間

の
平
均
値
、
最
小
値
、
最
大
値
）

は
、
い
ず
れ
も
通
常
の
値
で
あ
る

毎
時
０
・
０
１
６
～
０
・
１
６
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
範
囲
内
で

し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

公
文
書
へ
の
公
印
の
押
印
を
省
略

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
伴
い
、
市
が
発
出
す
る
公
文

書
の
一
部
に
つ
い
て
、
市
長
印
な

ど
の
押
印
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
手
続
の
担
当
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
０
３
）

65
歳
以
上（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
令
和
６
～
８
年
度
の
介
護
保
険

料
の
基
準
額
は
月
額
６
４
５
０
円

で
、
令
和
５
年
度
と
比
べ
て
月
額

２
３
３
円
安
く
な
り
ま
す
。
保
険

料
は
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
、所
得
に
応
じ
て
、

段
階
区
分
を
17
段
階
に
増
や
し
、

負
担
能
力
に
応
じ
て
所
得
の
多
い

人
か
ら
多
く
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
保
険
料
額
は
４

月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

０
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
は
２
年

に
一
度
見
直
し
て

お
り
、
令
和
６
・

７
年
度
の
保
険
料

率
は
、
均
等
割
額
を
４
万
４
２
０

０
円
（
３
８
０
０
円
の
増
）
に
、

所
得
割
率
を
８
・
６
１
パ
ー
セ
ン

ト
（
０
・
７
７
ポ
イ
ン
ト
の
増
）

に
引
き
上
げ
ま
す
。
保
険
料
は
、

国
が
示
す
基
礎
数
値
と
今
後
の
被

保
険
者
数
や
医
療
費
の
動
向
を
踏

ま
え
算
定
し
、
財
政
均
衡
を
保
て

る
よ
う
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
保
険
料
は
７
月

中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

問
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
☎
０
２
５
・
２
８
５
・
３

２
２
２
）、
国

保
年
金
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
７
１
７
）

国
保
年
金
保
険
料
に 

関
す
る
お
知
ら
せ

　
令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
１
万
６
９
８
０
円
で
す
。

問
上
越
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
５・５
２
４・４
１
１
２
）

●
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
制
度
（
令
和
６
年
度
分
）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
し
ま
す
。
猶
予
期
間
は
、
障
害

基
礎
年
金
や
老
齢
基
礎
年
金
受
給

の
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
が
、
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
は
計
算

さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
猶
予
期
間
の
保
険
料
を
後
納

で
き
ま
す
。

対
対
象
と
な
る
大
学
や
専
門
学
校

な
ど
に
在
学
中
の
学
生
で
前
年
の

所
得
が
基
準
額
以
下
の
人　
申
問

４
月
１
日
㊊
以
降
に
学
生
証
の
写

し
や
在
学
証
明
書
原
本
な
ど
を
添

付
し
て
国
保
年
金
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
１
６
）、
各
総
合

事
務
所
、
南
・
北
出
張
所
、
上
越

年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
（
☎
０

２
５・５
２
４・

４
１
１
２
）

上
越
市
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
を
維

持
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
70
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
「
シ
ニ
ア
パ
ス

ポ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
施
設
で
提
示
す
る
と
、
利

用
料
金
な
ど
が
半
額
程
度
に
な
る

ほ
か
、
協
賛
事
業
者
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
中
に
70
歳
に
な
る

人
に
は
、３
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

再
発
行
は
、
問
合
せ
先
ま
た
は
各

総
合
事
務
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

※�

利
用
は
、本
人
の
み
有
効
で
す
。

不
正
に
利
用
し
た
場
合
は
返
還

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

０
８
）

上
越
市
若
者
奨
学
金
返
還

支
援
助
成
金
の
登
録
申
請

　
30
歳
以
下
の
若
者
を
対
象
に
、

奨
学
金
の
返
還
額
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。
対
象
要
件
や
助
成
額
な

ど
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

令
和
５
年
度
に
登
録
し
た
人
は

申
請
不
要
。

問
総
合
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
２
６
）

●
令
和
６
年
度
登
録
申
請

申
７
月
１
日
㊊
～
９
月
30
日
㊊

※�

た
だ
し
、
令
和
５
年
度
中
に
対

象
要
件
を
満
た
し
て
い
た
人
で
、

未
申
請
の
場
合
は
４
月
１
日
㊊

以
降
に
問
合

せ
先
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
整
備
見
直
し
区
域

の
下
水
道
使
用
料
を
減
免

　
公
共
下
水
道
整

備
を
見
直
し
た
区

域
内
で
、
民
間
事

業
者
な
ど
が
下
水

道
を
整
備
し
た
場
合
に
、
下
水
道

使
用
料
を
減
免
し
ま
す
。

時
対
象
期
間
＝
令
和
10
年
度
ま
で

に
工
事
が
完
了
す
る
も
の　
費
減

免
額
＝
整
備
に
要
し
た
調
査
設
計

費
・
工
事
費
と
、
市
が
設
計
・
積

算
し
た
工
事
費
の
い
ず
れ
か
低
い

額
の
75
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額（
最

長
８
年
間
）　
問
生
活
排
水
対
策

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

９
３
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは


